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グリーフとは、深い悲しみ。大切な人を失った

とき、心と体に変化をもたらす喪失感。そうした

重荷を抱える方々に寄り添いたいと、一昨年４月

「グリーフサポートたま」を設立した。島薗進東

京大学名誉教授を顧問とし、主に上智大学大学院

や上智大学グリーフケア研究所で傾聴を学んだ者、

ケアの現場を持つ者などがメンバーだ。団体独自

の活動に加え、昨年４月からは自死遺族を対象と

する「日野市･多摩市わかち合いの会」を毎月第

４日曜午後に開催する。また年に2回、当事者・

支援者を問わない自死遺族支援のための講演会

を開催している。  

活動のきっかけは父親の突然の死。父親は医療

ミスが原因で、若くして亡くなった。当時は受け

入れざるを得ない時代。あまりの衝撃。

大きな喪失感。家族のバランスが崩れ、

非を認めない医師の態度に苛立ったが、

人生の土台をこれほど揺るがす死別の

悲嘆について考えたいとも思った。 

当時はグリーフケアという言葉もな

く、たった一つの救いは葬儀会社の担

当者が丁寧に話を聞いてくれたことだ

った。その方とは葬儀後も文通が続い

た。やり取りを通じて言葉にできなか

った思いと向き合い、整理をつけてい

った。だが喪失感や自責の念、悲しみ

はそのまま今も残る。 

その後、上智大学大学院で自死遺族

からの聞き取りに基づく死生学的研究

を深め、博士学位を取得した。現在は上智大学グ

リーフケア研究所で客員研究員を務める傍ら、教

育や医療の現場で心理支援も行っている。 

グリーフケアを考えることとは「亡くなってか

ら死や死者を考えること」に限定されず、「亡く

なる前から身近な人々と共に生きる意味を考える

こと」。だから目の前におられる方の存在そのも

のを受け止め、その方を分かりたい、寄り添いた

いと願う。 

第４日曜午前中は死因を問わない「わかち合い

の集い」を開く。悲嘆の中にある者同士がつなが

り、悲しみや寂しさ、言葉にならない思いなどを

分かち合う。「少しの間、心の重荷をおろしてい

ただければ」と今日も傾聴する。 

グリーフサポートたま 

   代表 筧 智子 さん    

安心できる場で 

お話してみませんか？ 
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１１月１５日(土)に行なわれた第１７回 TAMA

映画賞授賞式に潜入した。ゲストには、最優秀作

品賞「国宝」の李相日監督、「ルノワール」の早

川千絵監督、最優秀男優賞・吉沢亮さん長塚京

三さん、最優秀女優賞・広瀬すずさん他、最優秀

新進監督賞や最優秀新進男優賞、最優秀新進

女優賞など受賞した豪華なメンバーが並ぶ。画面

でしか会えなかった人たちと、同じ会場で同じ空

気を吸ってることに何だかドキドキした。 

多摩市制２０周年を記念し１９９１年に始まった

「TAMA CINEMA FORUM」は、映画ファンを

中心とした

市民ボラン

ティアが作

る映画祭。

今年３５周

年を迎え、

秋の映画祭では１７日間約６０作品が上映された。

個人的には、ファミリーデーに子供たちと何年も

通ったことが思い出だが、話題の「国宝」がきっか

けで、「TAMA CINEMA FORUM」を振り返っ

てみた。２６回目の＜TAMA NEW WAVE＞は、

今や新人監督登竜門。１７回目を迎え

た、映画ファンの立場から感謝を込めて、イキのい

い作品・監督・俳優を表彰する＜TAMA 映画賞＞

は、日本一早い映画賞として注目されるように。改

めて過去を遡ると、最優秀賞を受賞した１０人以

上の男優・女優が、かつて

新進賞も受賞している。多

くのゲストが揃うのは、映

画祭として評価されている

証しと言えよう。 

幅広い年齢層のボランティアは約８０名。企画・

交渉など準備に１年かけ、映画祭期間は応援団

「多摩シネマ隊」協力のもと乗り切るという。映画

ファンの熱い情熱で育て上げた映画祭。力強い

団結と知恵に脱帽し、多摩市の顔、多摩市の宝だ

と実感した。今後の益々の発展を祈ります！ （月） 

映画を通したまちづくり ＜TAMA CINEMA FORUM 第 35 回映画祭＞  

＊写真は TAMA映画祭実行委員会提供 
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「たのしいまち」うた みなさまもチャレンジしてみてくださいね。楽しい作品、お待ちしています。 
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 パラオ編が完結したので、今回は私の心が

動く“歴史”について語ります。 

 唐突ですが、皆さんの好きな“歴史”は？世界

史、日本史。新選組、はたまた平安？！毎年大河

や朝ドラも盛り上がりを見せる。色んな時代の

暮らしに胸をときめかせる中、特段私の心を掴

んで離さないのが『明治時代～昭和初期の和

洋折衷文化』である。着物と洋装が入り乱れ、

ヘアースタイルや生活様式が様変わり。ハイカ

ラなるものが流行し、キネマや文豪による小説

が盛り上がる。どんどんと変わりゆく世界を、当

時を生きていた人々はどう見ていたのか。 

 この時代は建物も見ごたえがある。都内には

いくつかの旧〇〇邸が存在しているが、どれも

何度も足を運ぶほどのファンである。洋館だけ

をとっても壁紙、天井、床、ドアノブ、暖炉、大階

段の手すりと、どれを見ても装飾が美しい。部屋

ごとに違う装飾があり、手の込みように感服す

る。補修など 

あれど、当時 

の職人が考え 

作ったものが 

現存している 

ことは非常に 

素晴らしいこと 

である。和館や庭園も趣深く、戦争により消失し

ていなければどんなに良かったか、と思わずに

はいられない。 

“歴史”から息吹を感じることへのロマン。でき

ることならタイムスリップして見てみたいと思う

が、できないのでこういった建造物や映像作

品・小説で心を躍らせるのだ。（あ） 

『やとのいえ』   八尾 慶次／作        偕成社 

「やと（谷戸）」とは、なだら 

かな丘にはさまれた浅い谷の 

ことです。この本はそんな谷 

戸に暮らすある一家の、明治 

初期から平成までの約 150 

年を、道端の羅漢さんと共に

見つめていきます。中でも多くのページを割くのは昭和

の暮らしです。変遷する農村の様子、お祭り、結婚式、お

葬式。あの頃のお葬式って、こんなふうだったなあと懐

かしくなります。そして時は進みニュータウン開発の波

が。そう、この絵本の絵は、多摩ニュータウンをモデルに

描かれているのです。            

コアラ文庫 高橋祥子 

 

『どんぐりと山猫』   宮沢 賢治／作    

いもと ようこ／絵   金の星社 

私は読書家ではありませんが一つ 

だけ自分で決めていることがありま 

す。それは季節ごとに読みたい本と 

出会うことです。この一冊もそうです。 

深まる秋の日にページをめくる時が 

幸せのときです。しかも数ある出会っ 

た本の中でも特に好きな作品です。 

一郎少年に届いた１通の手紙で始まる物語です。大

陪審の山猫が解決できずにいた難題、森で一番偉い

どんぐりは一体誰か？との問い（いまで言えば○○ファ

ーストかな）に一郎少年の答えは……。 

一人一人を大切にすることや弱い立場の人に寄り添

うことを教えられる一冊です。 

いきがい文庫 高橋和彦 

 

文庫連会員がお勧めする本 

□た  いへんな今 

□の  んびりしたい今 

□し  しんみり泣きたい今 

□い  まこそ！ 

□ま  んめんの笑みで 

□ち  えとチカラを湧かせるのだ 

旧岩崎邸 


